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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ホルモンによって制御され、脂質代謝と、脳のシナプスに位置するA型γ-アミノ酪酸受容体におけるシグナル伝達を調節するβ-カルボリンおよびベンゾジアゼピンの置換に関与するタンパク質、ジアゼパム結合阻害因子をコードしています。このタンパク質は酵母から哺乳類に至るまで保存されており、最も高度に保存されたドメインは、中鎖および長鎖アシルコエンザイムAエステルの疎水性結合部位を構成する7つの連続残基で構成されています。ジアゼパム結合阻害因子は、副腎皮質刺激ホルモン依存性副腎ステロイド産生のメディエーターとしての役割に加えて、膵液分泌のフィードバック制御と食後コレシストキニン放出を媒介することも知られています。6番、8番、16番染色体に位置する3つの擬遺伝子が同定されています。異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアント機能：中鎖および長鎖アシルCoAエステルに非常に高い親和性で結合し、アシルCoAエステルの細胞内輸送体として機能する可能性がある。また、GABA A型受容体に存在するベンゾジアゼピン（BZD）認識部位からジアゼパムを置換することもできる。したがって、このタンパク質はGABA受容体の作用を調節する神経ペプチドとしても機能する可能性がある。,類似性：ACBPファミリーに属する。,類似性：1つのACB（アシルCoA結合）ドメインを含む。,サブユニット：モノマー。,
	研究分野
	PPAR;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌組織における ACBP 抗体の免疫組織化学分析。
	

	ACBP 抗体を使用した HuvEc 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	ACBPポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

